
令和元年度関東地区公共図書館協議会総会・研究発表大会 

「学校と連携した図書館サービス」 
～すべての子どもたちに本に親しむ機会を～ 

 

 

                      令和元年７月３日 日高市立図書館 



はじめに 
 
日高市をご紹介 
 

                              日高市マスコットキャラクター 

                              くりっぴー（左）＆くりっかー（右） 



日高市って、北海道の日高？ 
いえいえ、
日高市は
埼玉県の
真ん中の
下の方、
関東平野
の西の端
にあります。 

面積は47.48㎢ 



  きんちゃくだ          

  「巾着田」    
    の 

日高市といえば 

  まんじゅしゃげ 

 「曼珠沙華」 
 



菜の花（3月下旬～4月） 

コスモス（9月～10月） 
曼殊沙華（9月中旬～10月） 



 
 

日高市立図書館 

・昭和57年    開館 

・平成元年    日高市生涯学習センター内に新館を開館、現在に至る。  

・平成29年4月 窓口業務等を民間委託。休館日を毎月最終月曜日（年末年始、特別整理休館及び臨時休館あり） 

          午前９時から午後７時まで  

・平成30年末  蔵書：225,700冊 貸出冊数：297,105点  



 移動図書館車（軽トラック改造） 

  図書約500冊搭載可能 

  平成29年3月購入 

        4月運行開始 

  図書の貸出を４か所で実施 

  公民館などのサービスポイントへ図書の配送 



市内小学校数等 
 
•小学校数 ６校 

•児童数 2,960人 

•学級数 104学級 
 

•中学校数 ６校 

•生徒数 1,579人 

•学級数  56学級 
 

•特別支援学校 １校 

•高校  １校 

•短期大学 １校 
 



小学校の位置 

武蔵台小 

高麗小 

高麗川小 

高根小 

高萩小 

高萩北小 

図書館 

高麗川小 
院内学級 

県立日高特別 
支援学校 



学校との連携サービス 

 

 

 

          各校に学校司書配置 → 

          学校図書室ー市立図書館システム連携→  

          定期的配送サービス → 

 

 

 本を置くだけで、子どもたちと本が出合う機会をつくることができるのか？ 
    

     人を通した本との出会いの場を！ 

団体貸出 配本 除籍本・寄贈本配布 

学校訪問 図書館訪問 職場体験・インターンシップ 



図書館員が直接出向いて本と
の出会いの場を！ 

・すべての子どもたちが 

学校訪問おはなし会・ブックトークのスタート 

・ふだんの生活の中で 本に親しむ機会 



学校訪問おはなし会 

 

 

•職員２名 ３年生ブックトーク、おはなし会 実施 

H５年 図書主任会参加 ➡ 小学３年生全小学校ブックトーク  
                
 
            
        
       H６～７ 「おはなし読み聞かせボランティア養成講座」実施 
       H７   図書館おはなしボランティア 活動スタート 
             ・グループではなく、個人登録 

               ・定例会月１回実施 

               ・館内おはなし会開始     

            
H８年 
 



図書館ボランティアの育成 
 

   ・定例会の開催 

   ・実演する場の提供（学校訪問等） 

   ・各種講座開催 

     「心を育む絵本の世界」 

      「わらべうたから絵本へ」 

      「おはなし入門講座」 

      「手袋人形作ってみよう」  

      「おいでおいでパネルシアターであそぼ」 等 

      

  

 

     ※H６～ おはなしに関する講座をほぼ毎年開催 

       

 

 ・学校との交渉 
 ・プログラム作成 
 ・ボランティア調整 
 ・本の用意 
 

講座受講の様子 



 

      ・パネルシアター ・・・H１８年より     おはなしボランティア  

      ・エプロンシアター・・・H１９年より      貸出開始！ 

 

H１７より ・パネルシアター（現在：55点）       図書館ボランティア 

       ・手袋人形（現在：６４点）           貸出開始！               

 

 

  学校訪問、館内おはなし会等に多いに活用されている 

     ※他市からの利用も多い 

制作 



大型布芝居 



図書主任との連携 
 

H5．10  学校訪問について打診   小学３年生へのブックトーク 

H7. 7   年度最初の図書主任会への参加 

      おはなし会、団体貸出、移動図書館車の学校貸出  

       調べ学習、図書室の運営 等 

 

H26    入間地区学校図書館研究大会 

      「これからの学校図書館のあり方～市立図書館との連携」 

R元.11  入間地区学校図書館協議会 授業研究会 

       「テーマでつくる一箱本棚（仮）」 



   ★ボランティア育成 
 

   ★図書主任への働きかけ 



H９ 学校訪問おはなし会   図書館ボランティア（１１名）と共に実施開始 
 

                              ※現在１７名で活動 

 

                        

                             定例会（勉強会）・・・月２回に増やす 

                           ・絵本の読みきかせ 

      写 真                 ・おはなし 

                           ・パネルシアター 

                           ・手袋人形 

                           ・手遊び、わらべうた 等 
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市立図書館から学校への訪問回数（クラス数） 

クラス数 

ボランティア協力
開始 

１～６年全学年訪問              
          １校 

・支援学校訪問開始 
・学校ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援開始 
・中学校おはなし会  
     ブックトーク 

おはなし会の記録 
配布開始  ２校 

全学年 
  ２校に 

全学年 
  ３校に 

ﾎﾟｹｯﾄうさぎ
ｺｰﾅｰ設置 

日高高校 
おはなし会 

全学年 
  ４校に 

・全学年５校に 
・前年に年間計画を  
 立てる学校がでる 

院内学級 
訪問開始 

全学年６校に 

伸びは 
１～３学期 
１～６年の学校の増加 

（この後 ２年 ３回） 

・4月～3月 学校の授業時間に、図書館職員とボランティアが出向いて おはなし会、 
 ブックトークを行っています。 
 

・市立図書館から市内小・中・高校へのおはなし会・ブックトーク訪問は２１年間で 
 延べ回数４，４６８クラスとなりました。  （Ｈ５年１０月～Ｈ３０年３月） 





院内学級への学校訪問 

写真 

写真 

写真 



ポケットうさぎコーナー 



おはなし会の本 



H16～ 「おはなし会の記録」(6年間分のタイトルリスト) 



学校ボランティアへの支援 

と生涯学習 
 ・今後は学校が社会に対して「開かれた学校」となり、家庭や地域社
会とともに子どもを育てていくことが重要（H8.中央教育審議会答申 
※以下中教審と略） 

 ・“ボランティアの受け入れ体制の整備”などを提案（H10.中教審答
申「今後の地方行政の在り方について」） 

    

        積極的に学校支援ボランティアを導入 

 

        読み聞かせボランティアの受け入れ増 



 

  ・絵本の選び方 

  ・絵本の持ち方 

  ・プログラムの立て方 等々  

H13～ 学校ボランティア講習会 

        ・読み聞かせ 

          ・おはなし             

              ・ブックトーク 

              ・図書の整理 

H29 「はじめてみよう読みきかせボランティア」（初級講座） 

    終了後 「読みきかせボランティア絵本の会」（１０名）  月１定例会 

H31現在  13名            

問題
点 

各学校に出張講習会 



図書館と学校が連携しての学校訪問おはなし会 
 
                    

                    『こえのことばの現在』 
                    

                  日本口承文芸学会 三弥井書店 



平成２６年 

 順位     タイトル 著者 出版社 

1 11ぴきのねこふくろのなか 馬場のぼる こぐま社 

2 りんごかもしれない ヨシタケシンスケ ブロンズ新社 

3 たからさがし 中川李枝子 福音館書店 

4 11ぴきのねこ 馬場のぼる こぐま社 

5 どろぼうがっこう 加古里子 偕成社 

6 おばけのてんぷら せなけいこ ポプラ社 

7 はらぺこあおむし エリック・カール 偕成社 

8 からすのパンやさん 加古里子 偕成社 

9 エパミナンダス 東京子ども図書館 東京子ども図書館 

  コッケモーモー ジュリエット・ダラス=コンテ 徳間書店 

平成２７年 

 順位     タイトル 著者 出版社 

1 11ぴきのねこふくろのなか 馬場のぼる こぐま社 

2 はらぺこあおむし エリック・カール 偕成社 

3 コッケモーモー ジュリエット・ダラス=コンテ 徳間書店 

4 りんごかもしれない ヨシタケシンスケ ブロンズ新社 

5 11ぴきのねこ 馬場のぼる こぐま社 

6 からすのパンやさん 加古里子 偕成社 

7 どろぼうがっこう 加古里子 偕成社 

8 11ぴきのねことあほうどり 馬場のぼる こぐま社 

9 おばけのてんぷら せなけいこ ポプラ社 

10 エパミナンダス 東京子ども図書館 東京子ども図書館 

日高市立図書館児童書ベストリーダー 



平成２８年 

      タイトル 著者 出版社 

1 はらぺこあおむし エリック・カール 偕成社 

2 11ぴきのねこふくろのなか 馬場のぼる こぐま社 

3 おばけのてんぷら せなけいこ ポプラ社 

4 コッケモーモー ジュリエット・ダラス=コンテ 徳間書店 

5 りんごかもしれない ヨシタケシンスケ ブロンズ新社 

6 だるまさんと かがくい ひろし ブロンズ新社 

7 だるまさんの かがくい ひろし ブロンズ新社 

8 11ぴきのねこ 馬場のぼる こぐま社 

  だるまさんが かがくい ひろし ブロンズ新社 

10 ぼくのニセモノをつくるには ヨシタケシンスケ ブロンズ新社 

11 しおちゃんとこしょうちゃん ルース・エインズワース 福音館書店 

12 こねこのチョコレート B.K．ｳｨﾙｿﾝ こぐま社 

平成２９年 

 順位     タイトル 著者 出版社 

1 11ぴきのねこふくろのなか 馬場のぼる こぐま社 

2 おばけのてんぷら せなけいこ ポプラ社 

3 はらぺこあおむし エリック・カール 偕成社 

4 だるまさんと かがくい ひろし ブロンズ新社 

5 だるまさんの かがくい ひろし ブロンズ新社 

6 コッケモーモー ジュリエット・ダラス=コンテ 徳間書店 

7 だるまさんが かがくい ひろし ブロンズ新社 

8 ぼくのニセモノをつくるには ヨシタケシンスケ ブロンズ新社 

9 11ぴきのねこ 馬場のぼる こぐま社 

10 からすのおかしやさん 加古里子 偕成社 

11 からすのてんぷらやさん 加古里子 偕成社 

平成３０年 

 順位     タイトル 著者 出版社 

1 だるまさんの かがくい ひろし ブロンズ新社 

2 11ぴきのねこふくろのなか 馬場のぼる こぐま社 

3 だるまさんが かがくい ひろし ブロンズ新社 

4 おばけのてんぷら せなけいこ ポプラ社 

5 からすのそばやさん 加古里子 偕成社 

6 11ぴきのねことへんなねこ 馬場のぼる こぐま社 

7 からすのおかしやさん 加古里子 偕成社 

8 からすのてんぷらやさん 加古里子 偕成社 

9 11ぴきのねことぶた 馬場のぼる こぐま社 

10 ぼくのニセモノをつくるには ヨシタケシンスケ ブロンズ新社 

11 コッケモーモー ジュリエット・ダラス=コンテ 徳間書店 

12 11ぴきのねこ 馬場のぼる こぐま社 



 
今後の学校連携のとりくみ 
 

・Ｈ２７年度～ 図書館ビブリオバトル（夏・冬） 

   中学校・高校・大学との連携 
 

ＹＡ世代の図書館利用 



高校との連携（市内、近隣） 

•高校司書との連携 

• ビブリオバトル 

•図書館事業への派遣 

 市内高校かるた同好会 

写真 

写真 



大学との連携 
• ビブリオバトル 

•大学博物館 

•大学サークル 

写真 

写真 

写真 





•主催ビブリオバトル 

•ビブリオトーク会 

•朗読劇 

 活躍の場を広げている 



すべての子どもたちに本に
親しむ機会を！ 


